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【目的】当院血液透析患者の肝炎ウィルス感染の実態を調査し、検討を行う。 

【対象と方法】当院血液透析患者104名（死亡者も含む）を対象とし、1990年から2000

年の過去10年の肝機能検査および肝炎ウイルスマーカー：ＨＢｓＡｇ、ＨＢｓＡｂ、ＨＢＶ 

ＤＮＡポリメラーゼ、ＨＣＶＡｂ、ＨＣＶ‐ＲＮＡ、ＧＰＴ、γ一ＧＴＰ、ＡＦＰ）の変化について

調査した。 

【結果と結論】全期間を通じてＨＣＶＡｂ陽性率の方がＨＢｓＡｇ陽性率よりも高値を示し

た。1999 年度末の日本透析医学会による調査報告では、全国平均でＨＢｓＡｇ陽性率

は2.0％、ＨＣＶＡｂ陽性率は5.6％であるのに対して、当院では、ＨＢｓＡｇ陽性率 3.9％、

ＨＣＶＡｂ陽性率 29.7％と高値を示したが、これは当院では透析導入時から陽性の方

が多くみられたためと考えられた。当院では導入時からのＨＢｓＡｇ、ＨＣＶＡｂ陽性率

が高いが、過去１０年間で陽性率の変動はなかった。ＨＢｓＡｇ陽転患者数は 7 名（陽

転化までの期間 90.9 月）、ＨＣＶＡｂ陽転患者数は 6名（40.8 月）であり、ともに特定時

期の陽転患者数の増加は認めず陽転化による肝機能の変動も認めなかった。また、

ＨＢｓＡｂ陽転した患者7名のうち5名に輸血歴があり、ＨＣＶＡｂ陽転した患者6名のう

ち3名に輸血歴があり、輸血による影響も考えられた。ＨＣＶＡｂ陽転した患者6名のう

ちＨＣＶ‐ＲＮＡ検査を行った 4 名はいずれも感度以下の数値を示し、ＨＣＶ‐ＲＮＡ高値

を示した患者は、導入時よりＨＣＶＡｂ陽性を示していた。透析歴とＨＢｓＡｇ、ＨＣＶＡｂ

陽性率との相関は認めなかった。 


